
平成２８年度機関横断的人材育成事業 

「安全かつ合理的な原子力発電所廃止措置 

計画及び実施のための人材育成」 

研修生募集（学生対象） 

 

主催：東京大学 原子力専攻 

協力：エネルギー総合工学研究所、日本原子力発電㈱ 

 

計画的に営業運転を終了し廃止措置に移行する原子力発電所の安全かつ合理的な廃

止措置計画の立案及び実施が可能な人材育成を目的とした研修を実施します。 

国内では、東海原子力発電所、浜岡原子力発電所１，２号機に続き、５基の原子力発電

プラントの廃止措置が決定された。廃止措置は、原子力発電所のライフサイクルの最終段

階で行われ、実施期間は30～40年を要し、費用は数百億円におよぶ事業です。実施期間に

ついて言えば、運転期間にほぼ匹敵する長さであることから、今後廃止措置の本質を理解

した技術者が多く必要となっていくことは明らかです。 

本研修では、安全かつ合理的な廃止措置計画を立案していくための知識、技能等を、座

学を通して習得すると共に、原子力発電所実機のシミュレータ演習を行い、廃止措置を行

う原子力発電所のライフサイクル全体を理解します。その上で、廃止措置の現場における

研修を通して、廃止措置の準備から実施そして終了までを担当していくプロジェクトマネ

ジメント（技術だけでなく、要員管理、コスト管理等も含む）能力を持つ技術者、さらに

は、将来的に廃止措置の監督を行う者（廃止措置主任者）となりうる資質を有する人材の

育成を目的とします。 

原子力工学を学ぶ学生はもちろんのこと、原子力工学以外の工学分野を学ぶ大学生又は

大学院生及び高等専門学校生の皆様の中で、原子力発電所の廃止措置に従事していくこと

を希望する方又は原子力発電所の廃止措置に興味を持ちの方の参加をお待ちしています。 

 

研修は国内(3 日間)と海外(1 週間)の２種類です。海外研修は、国内研修を受講した

希望者の中から選抜された 6名が参加できます。国内研修を受講しない方は海外研修に

は参加できませんのでご注意ください。なお、海外を含め、必要な旅費は全てサポート

されます。 

 

研修参加希望者は、下記要綱を参照の上 4月 30 日までに、メールにて応募してください。



募集要領（学生対象） 

 

１．研修日時 

（１）机上及び現場研修(国内) 

 ①基礎コース 2016 年６月１３日(月)～１５日(水) 福井県敦賀市開催 

 ②実践コース 2016 年７月４日(月)～６日(水) 茨城県東海村開催  

＊原則として高専生、大学生、大学院生を対象とします。 

 

（２）海外廃止措置視察研修 

 2016 年１０月２３日(日)～２８日(金)（予定） ドイツ・スウェーデン 

＊海外視察研修は、研修受講生(前年度受講生を含む)のうち、希望する者中から選抜

します。 

 

２．研修開催場所 

（１）国内研修 

①基礎コース 

   机上研修：日本原子力発電㈱ 敦賀総合研修センター 

 現場研修：日本原子力発電㈱ ふげん発電所（廃止措置中）敦賀発電所２号機 

  ②実践コース 

   机上研修：日本原子力発電㈱ 東海総合研修センター 

 現場研修：日本原子力発電㈱ 東海発電所（廃止措置中） 

（２）海外視察研修 

研修先：① ドイツ グライフスヴァルド原子力発電所（予定） 

      ② スウェーデン スタズビック研究所（予定） 

 

３．研修内容 

(1)国内研修 

①基礎コース（基礎的な知識を習得するための研修） 

   前日 ：夕方以降オリエンテーション 

   1日目：プラントの設備概要の講義とシミュレータ実習 

       廃止措置現場視察のガイダンスと現場技術者との交流 

   ２日目：廃止措置現場視察 

       廃止措置の実施管理概要の講義 

       廃止措置計画に関する講師等との懇談 

   ３日目：廃止措置工事の概要の講義 

       廃棄物の処理処分の概要の講義 



           廃止措置の安全確保の講義 

           廃止措置の計画と実施に関する意見交換 

 

②実践コース（実践的な知識を習得するための研修） 

 前日 ：夕方以降オリエンテーション 

1日目：放射能インベントリ評価実習 

   ２日目：廃止措置時の環境影響評価実習 

    ３日目：放射能インベントリ評価実習の発表と講評 

            廃止措置時の環境影響評価の発表と講評 

            廃止措置現場視察と現地技術者との意見交換 

          廃止措置の計画と実施に関する意見交換 

 

４．研修費、宿泊費、交通費 

 机上及び現場研修(国内)に要する費用（宿泊費及び交通費）は全額主催側が負担しま

す。研修生に費用を請求することはありません。 

 交通費は、研修生の居住地から研修センターまでの実費を規程に従い支給します。但

し、原則として研修開催場所は、居住地に近い方を選択してください。 

 海外視察研修に要する費用（宿泊費及び交通費(渡航費、国内旅費)）は全額主催側が

負担します。研修生に費用を請求することはありません。但し、パスポートの取得、

海外旅行保険などの費用は研修生負担となります。 

 

５．募集人数 

（１）国内研修 

 ・各コースとも 10名程度 

（２）海外視察研修 

   ・６名 

海外研修は、国内研修の研修生のうち、希望する者中から研修受講状況を判断し

て６名を選抜します。（なお、前年度研修参加者も応募できます） 

 

６．申込先 

 2016 年 4 月 30 日（必着）までに、必要事項記載のうえ下記アドレスまで電子メールで

申し込みください。 

（１） 申込書に記載する事項 

 ・氏名（漢字、読み仮名、英字表記） 

 ・生年月日、年齢、性別 

 ・所属（学校名、学部学科名、学年） 



 ・現住所 

・連絡先 （Eメールアドレス、電話番号） 

・受講を希望する回（基礎コース または 実践コース） 

・海外視察研修の希望の有無 

（２） 申込先 

    inoue@vis.t.u-tokyo.ac.jp 東京大学原子力専攻 井上宛て 

 

７．問い合わせ先 

  東京大学原子力専攻 教授 岡本孝司 (okamoto@n.t.u-tokyo.ac.jp) 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

電気新聞 （2016 年 1 月 12 日） 



 

机上研修の様子 

 

 

現地技術者との技術交流        廃止措置現場の視察 

 

海外視察研修（スペイン ホセカブレラ発電所） 

 

 


